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椎 骨 脳 底 動 脈 系 の t a n d e m  l e s i o n に 対 し て 血 栓 回 収 療 法 と 椎 骨 動 脈

ス テ ン ト 留 置 術 を 施 行 し た 一 例  

 

要 旨  

【 目 的 】  

後 方 循 環 系 の t a n d e m  l e s i o n に 対 す る 血 管 内 治 療 の 報 告 は 少 な く 、

治 療 戦 略 に 一 定 の 見 解 は な い 。 脳 底 動 脈 閉 塞 症 と 椎 骨 動 脈 狭 窄 症 の

t a n d e m  l e s i o n に 対 し て 血 栓 回 収 療 法 と 椎 骨 動 脈 ス テ ン ト 留 置 術 を 施

行 し た 症 例 を 経 験 し た 。   

【 症 例 】  

7 3 歳 男 性 。 意 識 障 害 と 四 肢 麻 痺 を 発 症 し た 。 頭 頚 部 C TA で 左 椎

骨 動 脈 狭 窄 症 と 脳 底 動 脈 閉 塞 症 と の t a n d e m  l e s i o n を 認 め た 。脳 底 動

脈 閉 塞 に 対 す る 血 栓 回 収 療 法 後 に 椎 骨 動 脈 ス テ ン ト 留 置 術 を 行 う

r e v e r s e  t e c h n i q u e で 治 療 し 、 ス テ ン ト 留 置 時 に は C a r o t i d  G u a r d w i r e  

P S を 併 用 し た 。 術 後 意 識 障 害 と 四 肢 麻 痺 の 改 善 が 得 ら れ た 。  

【 結 論 】  

 後 方 循 環 系 の t a n d e m  l e s i o n に 対 し て は r e v e r s e  t e c h n i q u e に C a r o t i d  

G u a r d w i r e  P S を 併 用 し た 治 療 戦 略 が 有 用 と 考 え ら れ た 。  

 

＜ 緒 言 ＞  

後 方 循 環 系 に 対 す る 血 栓 回 収 療 法 は 近 年 B a s i l a r  A r t e r y  O c c l u s i o n  

E n d o v a s c u l a r  I n t e r v e n t i o n  v e r s u s  S t a n d a r d  M e d i c a l  T r e a t m e n t  ( B E S T )

試 験 な ど の 無 作 為 化 比 較 試 験 が 行 わ れ て い る が 1 ) 、 有 効 性 は 確 立 し

て い な い 。特 に t a n d e m  l e s i o n に つ い て の 報 告 は 少 な く 治 療 戦 略 に 一
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定 の 見 解 は な い 2 - 6 ) 。 今 回 我 々 は 椎 骨 動 脈 狭 窄 症 と 脳 底 動 脈 閉 塞 症

と の t a n d e m  l e s i o n に 対 し て 血 栓 回 収 療 法 と 椎 骨 動 脈 ス テ ン ト 留 置

術 を 施 行 し た 。 r e v e r s e  t e c h n i q u e に 遠 位 塞 栓 防 止 デ バ イ ス を 併 用 し

た 治 療 戦 略 が 有 用 と 考 え ら れ た た め 報 告 す る 。 本 研 究 に 関 し て 自 施

設 の 倫 理 委 員 会 の 承 認 を 得 た ( 3 4 8 号 )。  

 

＜ 症 例 提 示 ＞  

患 者 ： 7 3 歳 男 性 。  

主 訴 ： 構 音 障 害 、 め ま い  

既 往 歴 ： 高 血 圧 症 、 高 尿 酸 血 症 の 内 服 加 療 中 。  

生 活 歴 ： 発 症 前 m o d i f i e d  R a n k i n  S c a l e ( m R S )  g r a d e  0、 喫 煙 歴 は 4 0

本 /日 × 3 0 年 、 飲 酒 歴 は 日 本 酒 2 - 3 合 /日  

現 病 歴 ： 某 日 朝 に め ま い 、 歩 行 時 の ふ ら つ き 、 構 音 障 害 を 発 症 し

当 院 に 搬 送 さ れ た 。  

現 症 ： 来 院 直 後 は J a p a n  C o m a  S c a l e ( J C S )  0、 N a t i o n a l  I n s t i t u t e s  o f  

H e a l t h S t r o k e  S c a l e ( N I H S S )  0 点 で あ り 、 神 経 学 的 異 常 所 見 を 認 め な

か っ た 。頭 部 C T 撮 像 前 に 水 平 方 向 の 眼 球 運 動 障 害 が 出 現 、 C T 撮 像

終 了 後 に 、 J C S 3、両 水 平 方 向 の 注 視 麻 痺 、四 肢 麻 痺 と な り N I H S S  3 8

点 へ 症 状 が 悪 化 し た 。  

検 査 所 見 ： 1 2 誘 導 心 電 図 で は 心 房 細 動 を 認 め た 。頭 部 単 純 C T  で

は p o s t e r i o r  c i r c u l a t i o n  A c u t e  S t r o k e  P r o g n o s i s  E a r l y  C T  S c o r e  ( p c -

A S P E C T S )  1 0 点 で あ り 、 脳 底 動 脈 に h y p e r d e n s e  a r t e r y  s i g n を 認 め た

( F i g u r e 1 A , B , C . )。頭 頚 部 C TA で 左 椎 骨 動 脈 起 始 部 狭 窄 と 脳 底 動 脈 閉

塞 の t a n d e m  l e s i o n を 認 め た 。 右 椎 骨 動 脈 は P o s t e r i o r  I n f e r i o r  
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C e r e b e l l a r  a r t e r y ;  P I C A - e n d で あ っ た ( F i g u r e 1 D , E . )。  

治 療 経 過：  C T 室 で の 発 症 と 判 断 し 、発 症 か ら 2 8 分 で ア ル テ プ ラ

ー ゼ 0 . 6 m g / k g を 投 与 開 始 し 、血 管 内 治 療 の 方 針 と し た 。右 大 腿 動 脈

を 穿 刺 し 、 R o a d M a s t e r  8 F (グ ッ ト マ ン 、 愛 知 )を 左 鎖 骨 下 動 脈 に 誘 導

し た 。 左 鎖 骨 下 動 脈 造 影 で 、 左 椎 骨 動 脈 起 始 部 の 狭 窄 率 は T h e  

Ve r t e b r a l  A r t e r y  I s c h a e m i a  S t e n t i n g  T r i a l 7 ) に 従 い 、 N o r t h  A m e r i c a n  

S y m p t o m a t i c  C a r o t i d  E n d a r t e r e c t o m y  T r i a l  ( N A S C E T )法 で 計 測 す る と

7 8 % と 高 度 狭 窄 で あ っ た ( F i g u r e 2 A . ) 。 頭 蓋 内 は 脳 底 動 脈 先 端 部 で 閉

塞 し て い た ( F i g u r e 2 B . )。 右 椎 骨 動 脈 は ア ク セ ス ル ー ト と し て 用 い ら

れ な い た め 、 左 椎 骨 動 脈 か ら の ア プ ロ ー チ を 選 択 し た 。 8 F r ガ イ デ

ィ ン グ カ テ ー テ ル は 狭 窄 部 位 を 通 過 で き な い と 判 断 し 、 S y n c h r o 2  

G u i d e w i r e s（ S t r y k e r ,  K a l a m a z o o ,  M I ,  U S A）で l e s i o n  c r o s s し た の ち 、

R x - G e n i t y  3 . 5 m m / 2 0  m m（ カ ネ カ メ デ ィ ッ ク ス 、 大 阪 ）  で 左 椎 骨 動

脈 狭 窄 症 に 対 し て p e r c u t a n e o u s  t r a n s l u m i n a l  a n g i o p l a s t y ( P TA )を 8 気

圧 3 0 秒 間 施 行 後 に ガ イ デ ィ ン グ カ テ ー テ ル を 狭 窄 部 遠 位 に 進 め た

( F i g u r e 2 C , D . )。 R E A C T- 6 8  c a t h e t e r ( M e d t r o n i c ,  M i n n e a p o l i s ,  M N ,  U S A )

を T r e v o  P r o  1 8 ( S t r y k e r ,  K a l a m a z o o ,  M I ,  U S A )と S y n c h r o 2  G u i d e w i r e s

を 用 い て 脳 底 動 脈 閉 塞 部 に 誘 導 し 、 a  d i r e c t  a s p i r a t i o n  f i r s t  p a s s  

t e c h n i q u e ( A D A P T )  手 技 で 血 栓 を 回 収 し た ( F i g u r e 3 A . )。左 椎 骨 動 脈 造

影 で T h r o m b o l y s i s  i n  c e r e b r a l  i n f a r c t i o n ( T I C I  g r a d e  3 )の 再 開 通 が 得

ら れ た  ( F i g u r e 3 B . )。吸 引 カ テ ー テ ル に は 赤 色 血 栓 が 回 収 さ れ て い た 。

P u n c t u r e  t o  r e c a n a l i z a t i o n は 4 5 分 で あ っ た 。 ガ イ デ ィ ン グ カ テ ー テ

ル を 左 鎖 骨 下 動 脈 へ 移 動 し 造 影 を 行 う と 左 椎 骨 動 脈 起 始 部 が 再 狭 窄

し 、経 時 的 に 閉 塞 し た ( F i g u r e 3 C , D . )。  P TA 施 行 前 よ り も 狭 窄 率 が 進
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行 し て お り 、 P TA に よ る 動 脈 解 離 と 考 え た 。 左 椎 骨 動 脈 の 確 実 な 血

行 再 建 が 必 要 と 判 断 し 、 左 椎 骨 動 脈 起 始 部 に ス テ ン ト 留 置 術 を 行 う

方 針 と し た 。 同 部 位 に 血 栓 が 存 在 す る 可 能 性 を 考 慮 し 、 遠 位 塞 栓 を

予 防 す る た め C a r o t i d  G u a r d w i r e  P S （ M e d t r o n i c ,  M i n n e a p o l i s ,  M N ,  

U S A）を 遠 位 に 留 置 す る こ と と し た 。経 鼻 胃 管 か ら ア ス ピ リ ン 2 0 0 m g

と ク ロ ピ ド グ レ ル 3 0 0 m g を 投 与 し 、 C a r o t i d  G u a r d w i r e  P S で 狭 窄 部

を 通 過 し た ( F i g u r e 4 A . ) 。 冠 動 脈 用 薬 剤 溶 出 性 ス テ ン ト で あ る

X I E N C E  S i e r r a  4 . 0 m m / 2 8 m m   ( A b o t t  M e d i c a l ,  C h i c a g o ,  I L ,  U S A )を 左

椎 骨 動 脈 起 始 部 に 留 置 し た ( F i g u r e 4 B , C , D . ) 。 留 置 後 C a r o t i d  

G u a r d w i r e  P S に 沿 っ て E x p o r t で 血 液 を 吸 引 し た と こ ろ 多 量 の 赤 色 血

栓 が 吸 引 さ れ た ( F i g u r e 4 E . ) 。 左 鎖 骨 下 動 脈 造 影 で 椎 骨 動 脈 起 始 部 狭

窄 が 改 善 し て お り 、 遠 位 塞 栓 が な い こ と を 確 認 し 手 技 を 終 了 し た 。  

入 院 後 経 過：術 後 頭 部 C T で は 橋 に 出 血 性 梗 塞 を 認 め た が ( F i g u r e 5 A . )、

N I H S S は 1 1 点 へ 改 善 し た 。 第 二 病 日 の M R I  の D i f f u s i o n  We i g h t e d  

I m a g e で 橋 に 出 血 性 梗 塞 と 両 側 小 脳 半 球 に 急 性 期 脳 梗 塞 巣 を 認 め た

( F i g u r e 5 B . )。 頚 部 エ コ ー 検 査 で 左 椎 骨 動 脈 起 始 部 に 留 置 し た ス テ ン

ト は 鎖 骨 下 動 脈 に 3 . 0 m m 程 度 突 出 す る よ う に 留 置 さ れ て い た

( F i g u r e 5 C . )。 出 血 性 梗 塞 を 伴 っ て い る こ と か ら 、 当 初 再 発 予 防 は ア

ス ピ リ ン 1 0 0 m g / 日 と ク ロ ピ ド グ レ ル 7 5 m g / 日 の  D u a l  a n t i p l a t e l e t  

t h e r a p y ( D A P T )と し 、入 院 時 に 認 め た 心 房 細 動 に 対 す る 抗 凝 固 療 法 は

急 性 期 に は 行 わ な か っ た 。 回 収 し た 血 栓 の 組 織 像 は 、 脳 底 動 脈 か ら

回 収 さ れ た 血 栓 お よ び ス テ ン ト 留 置 時 に 回 収 さ れ た 血 栓 は い ず れ も

赤 血 球 成 分 と フ ィ ブ リ ン ・ 血 小 板 成 分 が 9 : 1 で あ り 、 赤 血 球 、 血 小

板 、 フ ィ ブ リ ン 、 顆 粒 球 を 層 状 に 認 め た 。 平 滑 筋 細 胞 、 結 合 組 織 、
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毛 細 血 管 の 増 殖 と い っ た 器 質 化 所 見 は 認 め ず 、 新 鮮 血 栓 が 示 唆 さ れ

た 。 ( F i g u r e 6 . )。入 院 3 週 間 後 よ り D A P T に 加 え 心 房 細 動 に 対 し て エ

ド キ サ バ ン 3 0 m g /日 を 追 加 し た 。 入 院 4 週 間 後 よ り 、 エ ド キ サ バ ン

3 0 m g /日 と ク ロ ピ ド グ レ ル 7 5 m g /日 の 2 剤 に 変 更 し た 。N I H S S  1 1 点 、

m R S  g r a d e 4 で 回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院 に 転 院 し た 。  

 

＜ 考 察 ＞  

  本 症 例 で は 後 方 循 環 の t a n d e m  l e s i o n に 対 し て 血 栓 回 収 療 法 と 椎

骨 動 脈 ス テ ン ト 留 置 術 を 施 行 し 、 r e v e r s e  t e c h n i q u e を 用 い て 遠 位 塞

栓 防 止 デ バ イ ス を 併 用 し た 治 療 を 行 い 、 有 用 で あ っ た 。  

椎 骨 脳 底 動 脈 の t a n d e m  l e s i o n に 対 す る 血 管 内 治 療 の ア プ ロ ー チ

法 は c l e a n - r o a d  p a t h  a p p r o a c h と d i r t y - r o a d  p a t h  a p p r o a c h と い う 分 類

が さ れ て い る 4 - 6 ) 。c l e a n  r o a d - p a t h  a p p r o a c h は 頚 部 病 変 の あ る 側 と 対

側 の 椎 骨 動 脈 か ら 血 栓 回 収 療 法 の み を 行 う 方 法 で あ り 、 通 常 の 血 栓

回 収 療 法 と 同 様 の 手 技 で 施 行 可 能 で あ る 。 一 方 で 、 本 症 例 と 同 様 に

対 側 椎 骨 動 脈 が P I C A - e n d で あ る な ど 、 対 側 を ア プ ロ ー チ ル ー ト と

し て 用 い ら れ な い 場 合 に は 狭 窄 側 か ら ア プ ロ ー チ す る d i r t y - r o a d  

p a t h  a p p r o a c h を 選 択 せ ざ る を 得 な い 。 d i r t y - r o a d  p a t h  a p p r o a c h の 場

合 に は a n t e g r a d e  t e c h n i q u e と r e v e r s e  t e c h n i q u e  ( R e t r o g r a d e  t e c h n i q u e )

の 2 つ の 方 法 が 報 告 さ れ て い る 4 - 6 ) 。a n t e g r a d e  t e c h n i q u e は 頚 部 病 変

へ の P TA お よ び ス テ ン ト 留 置 後 に 血 栓 回 収 療 法 を 行 う 方 法 と 定 義

さ れ て い る 4 , 5 ) 。一 方 、 r e v e r s e  t e c h n i q u e は 、頚 部 病 変 へ の P TA を 全

例 4 , 5 ) あ る い は 閉 塞 や 高 度 狭 窄 の 場 合 に の み 6 ) 先 行 し 、 そ の 後 血 栓

回 収 療 法 、 最 後 に ス テ ン ト 留 置 を 行 う 方 法 と 定 義 さ れ て い る 。  
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既 報 告 に お い て a n t e g r a d e  t e c h n i q u e  と r e v e r s e  t e c h n i q u e の 優 劣 に

は 一 定 の 見 解 は な い 4 , 5 ) 。 r e v e r s e  t e c h n i q u e で は 、 症 状 の 原 因 と な っ

て い る 頭 蓋 内 閉 塞 を 先 に 解 除 で き る 利 点 が あ る 。 ま た 、 椎 骨 動 脈 起

始 部 の ス テ ン ト 留 置 で は 、 鎖 骨 下 動 脈 か ら 椎 骨 動 脈 起 始 部 に 連 続 す

る プ ラ ー ク を カ バ ー す る た め に 、ス テ ン ト を 鎖 骨 下 動 脈 に 2 - 3 m m は

み 出 さ せ る 必 要 が あ る と 報 告 さ れ て い る 8 ) 。 一 方 で 、 は み 出 し す ぎ

る と ス テ ン ト 内 に デ バ イ ス を 誘 導 す る こ と が 難 し く な る 5 ) 。 r e v e r s e  

t e c h n i q u e で は 、先 に 頭 蓋 内 再 開 通 が 得 ら れ て い る た め 、ス テ ン ト の

位 置 決 め に 時 間 を か け る こ と が 許 容 さ れ る と 考 え ら れ る 。 R e v e r s e  

t e c h n i q u e の 欠 点 は 、ス テ ン ト 留 置 時 の 遠 位 塞 栓 の リ ス ク が 挙 げ ら れ

る 。 そ の 対 策 と し て 我 々 は 遠 位 塞 栓 防 止 デ バ イ ス を 併 用 し た 。

r e v e r s e  t e c h n i q u e を 選 択 し 、 f i l t e r 型 遠 位 塞 栓 防 止 デ バ イ ス を 併 用 し

た 検 討 で は 、 脳 底 動 脈 閉 塞 症 単 独 の 場 合 と 比 較 し て 、 再 開 通 時 間 、

T I C I  2 B / 3 の 割 合 、 3 ヶ 月 後 の m R S が 同 等 で あ る 一 方 で 遠 位 塞 栓 が

有 意 に 少 な か っ た と 報 告 し て い る 6 ) 。本 例 で は  b a l l o n 型 遠 位 塞 栓 防

止 デ バ イ ス で あ る C a r o t i d  G u a r d w i r e  P S を 併 用 し た 。 ス テ ン ト 留 置

後 の 吸 引 で 多 量 の 血 栓 が 回 収 さ れ た こ と か ら も 遠 位 塞 栓 防 止 デ バ イ

ス の 併 用 は 必 須 で あ っ た と 考 え ら れ た 。 不 安 定 プ ラ ー ク に 対 す る 頚

動 脈 ス テ ン ト 留 置 術 で は 、b a l l o n 型 遠 位 塞 栓 防 止 デ バ イ ス が f i l t e r 型

遠 位 塞 栓 防 止 デ バ イ ス ( A n g i o g u a r d  R X ,  C o r d i s ,  C a r d i n a l  h e a l t h  I n c ,  

D u b l i n ,  O H ,  U S A )と 比 べ て 治 療 後 3 0 日 以 内 の 合 併 症 が 少 な い と い

う 報 告 が な さ れ て い る 9 ) 。 一 方 で 、 現 在 使 わ れ て い る F i l t e r W i r e  

E Z ( B o s t o n  S c i e n t i f i c ,  N a t i c k ,  M A ,  U S A ) や S p i d e r  F X （ M e d t r o n i c ,  

M i n n e a p o l i s ,  M N ,  U S A）を 含 む f i l t e r 型 デ バ イ ス と C a r o t i d  G u a r d W i r e  
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P S の 比 較 で は 同 側 脳 卒 中 を 含 む 周 術 期 合 併 症 に 差 が な い と い う 報

告 が あ る 1 0 ) 。 既 報 告 を 調 べ た 限 り  b a l l o n 型 遠 位 塞 栓 防 止 デ バ イ ス

を 併 用 し た 後 方 循 環 系 の t a n d e m  l e s i o n の 報 告 は な か っ た 。遠 位 塞 栓

防 止 デ バ イ ス を f i l t e r 型 も し く は b a l l o o n 型 に す る か は プ ラ ー ク 量

や 虚 血 耐 性 な ど の 観 点 で 総 合 的 に 決 定 す る こ と に な る と 思 わ れ る が 、

本 症 例 で は 高 度 狭 窄 で あ り プ ラ ー ク 量 が 多 い と 想 定 し n o  f l o w / s l o w  

f l o w 現 象 が 発 生 す る こ と を 懸 念 し て バ ル ー ン 型 を 選 択 し た 。対 側 の

椎 骨 動 脈 か ら 脳 底 動 脈 の 血 流 が 得 ら れ な い 場 合 に は 、b a l l o o n 型 で は

虚 血 耐 性 が 問 題 に な る 。 本 例 に お い て は 、 後 交 通 動 脈 を 介 し た 側 副

血 行 路 が あ り 、b a l l o o n 型 デ バ イ ス の 使 用 が 可 能 で あ っ た が 、側 副 血

行 路 が な い 場 合 に は f i l t e r 型 デ バ イ ス の 使 用 も 考 慮 す べ き と 考 え る 。 

本 症 例 で は 、 冠 動 脈 用 薬 剤 溶 出 性 ス テ ン ト で あ る X I E N C E  S i e r r a  

4 . 0 m m / 2 8 m m を 使 用 し た 。 後 方 循 環 の t a n d e m  l e s i o n で は 、 バ ル ー ン

拡 張 型 ス テ ン ト を 使 用 し た 報 告 4 ) 、 自 己 拡 張 型 ス テ ン ト を 使 用 し た

報 告 5 ) 、お よ び そ れ ら が 混 在 し た 報 告 2 , 6 ) と 様 々 で あ っ た 。症 候 性 頭

蓋 内 椎 骨 動 脈 狭 窄 症 を 対 象 と し た V I S T  t r i a l 7 ) や Ve r t e b r a l  A r t e r y  

S t e n t i n g  T r i a l ;  VA S T  t r i a l 1 1 ) で は 、 バ ル ー ン 拡 張 型 ス テ ン ト の 使 用 が

多 か っ た 。 椎 骨 動 脈 起 始 部 は 筋 層 が 厚 く 、 再 狭 窄 リ ス ク が 高 い こ と

や 先 述 の ス テ ン ト の 位 置 決 め の 観 点 か ら 、 r a d i a l  f o r c e が 強 く 、 シ ョ

ー ト ニ ン グ が 少 な い 冠 動 脈 ス テ ン ト が 適 し て い る と す る 報 告 も あ る

8 ) 。 椎 骨 動 脈 起 始 部 の ス テ ン ト 留 置 後 の 再 狭 窄 率 3 6 %と 高 率 と 言 わ

れ て い る が 1 2 ) 、薬 剤 溶 出 性 ス テ ン ト で は 1 2 %と 報 告 さ れ て お り 1 3 ) 、

椎 骨 動 脈 起 始 部 に お い て は バ ル ー ン 拡 張 型 薬 剤 溶 出 性 ス テ ン ト が 適

し て い る 可 能 性 が あ る 。  
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本 症 例 で は 、 症 状 の 改 善 は 得 ら れ た も の の 、 広 範 な 脳 梗 塞 と 出 ⾎

性 梗 塞 を 来 し た 。 脳 梗 塞 に つ い て は 左 椎 ⾻ 動 脈 狭 窄 か ら の 動 脈 原 性

脳 塞 栓 症 と な っ た 可 能 性 、 最 初 に バ ル ー ン で 拡 張 し た 際 に 遠 位 塞 栓

を 発 症 し た 可 能 性 、 左 椎 ⾻ 動 脈 起 始 部 の 閉 塞 時 に ⽣ じ た 可 能 性 が 考

え ら れ る 。 出 ⾎ 性 梗 塞 に つ い て は t - P A 静 注 療 法 後 に 冠 動 脈 ス テ ン

ト 留 置 す る た め に D A P T を 投 与 し た こ と が 影 響 し て い る と 考 え ら れ

る 。 ア ル テ プ ラ ー ゼ 投 与 後 の ア ス ピ リ ン 投 与 は 頭 蓋 内 出 ⾎ を 増 や し

転 帰 を 改 善 さ せ な か っ た と い う 報 告 も あ り 1 4 ) 、抗 ⾎ 栓 薬 の 投 与 が 出

⾎ 性 梗 塞 を 助 ⻑ し た 可 能 性 が あ る と 考 え た 。  

 本 症 例 で は 血 栓 病 理 所 見 も 得 ら れ 、 脳 底 動 脈 の 血 栓 回 収 で 得 ら れ

た 血 栓 と 椎 骨 動 脈 起 始 部 の ス テ ン ト 留 置 後 に 吸 引 し た 血 栓 組 織 を 比

較 し た 。 脳 底 動 脈 か ら 回 収 さ れ た 血 栓 お よ び ス テ ン ト 留 置 時 に 回 収

さ れ た 血 栓 は い ず れ も 赤 血 球 成 分 と フ ィ ブ リ ン ・ 血 小 板 成 分 が 9 : 1

で あ り 、 赤 血 球 、 血 小 板 、 フ ィ ブ リ ン 、 顆 粒 球 を 層 状 に 認 め た 。 平

滑 筋 細 胞 、結 合 組 織 、毛 細 血 管 の 増 殖 と い っ た 器 質 化 所 見 は 認 め ず 、

新 鮮 血 栓 が 示 唆 さ れ た 1 5 ) 。心 原 性 脳 塞 栓 症 と ア テ ロ ー ム 血 栓 性 脳 梗

塞 で 血 栓 の 赤 血 球 の 割 合 に 有 意 差 は な い と す る 報 告 が あ る が 1 6 ) 、心

原 性 脳 塞 栓 症 で は フ ィ ブ リ ン ・ 血 小 板 成 分 が 有 意 に 多 く 、 ア テ ロ ー

ム 血 栓 性 脳 梗 塞 で は 赤 血 球 成 分 が 有 意 に 多 い と す る 報 告 も あ る 1 7 ) 。

本 例 で は コ レ ス テ リ ン 結 晶 は 含 ま れ て お ら ず 、 確 定 診 断 に は 至 ら な

い が 、 本 例 の よ う に 複 数 の 機 序 が 推 定 さ れ る 症 例 に お い て 血 栓 病 理

所 見 の 検 討 が 役 に 立 つ 可 能 性 が あ る 。  
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＜ 結 論 ＞  

  後 方 循 環 の t a n d e m  l e s i o n に 対 し て 血 栓 回 収 療 法 と 椎 骨 動 脈 ス テ

ン ト 留 置 術 を 施 行 し た 症 例 を 経 験 し た 。 r e v e r s e  t e c h n i q u e に C a r o t i d  

G u a r d w i r e  P S を 併 用 し た 治 療 戦 略 が 遠 位 塞 栓 の 防 止 の 観 点 か ら も 有

用 と 考 え た 。  
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i m p r o v e d  f o l l o w - u p  r e s u l t s .  A J N R  A m  J  N e u r o r a d i o l .  2 0 0 9  

O c t ; 3 0 : 1 6 5 3 - 1 6 5 6 .  

1 4 )   Z i n k s t o k  S M ,  R o o s  Y B ;  A R T I S  i n v e s t i g a t o r s .  E a r l y  a d m i n i s t r a t i o n  

o f  a s p i r i n  i n  p a t i e n t s  t r e a t e d  w i t h  a l t e p l a s e  f o r  a c u t e  i s c h a e m i c  

s t r o k e :  a  r a n d o m i s e d  c o n t r o l l e d  t r i a l .  L a n c e t .  2 0 1 2  ; 3 8 0 : 7 3 1 - 7 3 7 .   

1 5 )   R i t t e r s m a  S Z ,  v a n  d e r  W a l  A C ,  K o c h  K T ,  e t  a l .  P l a q u e  i n s t a b i l i t y  

f r e q u e n t l y  o c c u r s  d a y s  o r  w e e k s  b e f o r e  o c c l u s i v e  c o r o n a r y  

t h r o m b o s i s :  a  p a t h o l o g i c a l  t h r o m b e c t o m y  s t u d y  i n  p r i m a r y  

p e r c u t a n e o u s  c o r o n a r y  i n t e r v e n t i o n .  C i r c u l a t i o n .  2 0 0 5  ; 1 1 1 : 1 1 6 0 -

1 1 6 5  

1 6 )   B r i n j i k j i  W ,  D u f f y  S ,  B u r r o w s  A ,  e t  a l .  C o r r e l a t i o n  o f  i m a g i n g  a n d  
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h i s t o p a t h o l o g y  o f  t h r o m b i  i n  a c u t e  i s c h e m i c  s t r o k e  w i t h  e t i o l o g y  

a n d  o u t c o m e :  a  s y s t e m a t i c  r e v i e w .  J  N e u r o i n t e r v  S u r g .  2 0 1 7 ; 9 : 5 2 9 -

5 3 4   

1 7 )   B o e c k h - B e h r e n s  T ,  K l e i n e  J F ,  Z i m m e r  C ,  e t  a l .  T h r o m b u s  

H i s t o l o g y  S u g g e s t s  C a r d i o e m b o l i c  C a u s e  i n  C r y p t o g e n i c  S t r o k e .  

S t r o k e .  2 0 1 6 ; 4 7 : 1 8 6 4 - 1 8 7 1  

 

<図 表 の 説 明 >  

F i g u r e 1  

A - C :頭 部 単 純 C T  。 p o s t e r i o r  c i r c u l a t i o n  A c u t e  S t r o k e  P r o g n o s i s  E a r l y  

C T  S c o r e  ( p c - A S P E C T S )  1 0 点 で あ り 、 脳 底 動 脈 に h y p e r d e n s e  a r t e r y  

s i g n を 認 め る 。  

D , E：頭 頚 部 C TA。左 椎 骨 動 脈 起 始 部 狭 窄 と 脳 底 動 脈 閉 塞 を 認 め る 。

右 椎 骨 動 脈 は P o s t e r i o r  I n f e r i o r  C e r e b e l l a r  a r t e r y - e n d で あ る 。  

 

F i g u r e 2  

A : 左 鎖 骨 下 動 脈 造 影 。 左 椎 骨 動 脈 起 始 部 に N o r t h  A m e r i c a n  

S y m p t o m a t i c  C a r o t i d  E n d a r t e r e c t o m y  T r i a l  ( N A S C E T )法 で 7 8 %の 狭 窄

を 認 め る 。  

B :脳 底 動 脈 閉 塞 症 を 認 め る 。  

C , D :  R x - G e n i t y  3 . 5 m m / 2 0  m m で 左 椎 骨 動 脈 狭 窄 症 に 対 し て

p e r c u t a n e o u s  t r a n s l u m i n a l  a n g i o p l a s t y を 8 気 圧 3 0 秒 間 施 行 し た 。  

 

 



13 
 

F i g u r e３  

A : a  d i r e c t  a s p i r a t i o n  f i r s t  p a s s  t e c h n i q u e  ( A D A P T )手 技 で 血 栓 を 回 収 。 

B :左 椎 骨 動 脈 造 影 で T h r o m b o l y s i s  i n  c e r e b r a l  i n f a r c t i o n  ( T I C I )  g r a d e  

3 の 再 開 通 を 認 め た 。  

C :再 度 の 左 鎖 骨 下 動 脈 造 影 所 見 、 左 椎 骨 動 脈 起 始 部 は 再 狭 窄 を 呈 し

て い た 。  

D :左 椎 骨 動 脈 は 閉 塞 。  

 

F i g u r e 4  

A :  C a r o t i d  G u a r d w i r e  P S を l e s i o n  c r o s s。  

B - D :冠 動 脈 用 薬 剤 溶 出 性 ス テ ン ト X I E N C E  S i e r r a  4 . 0 m m / 2 8 m m を 左

鎖 骨 下 動 脈 に わ ず か に は み 出 す よ う に 留 置 。  

E :留 置 後 血 液 吸 引 で 多 量 の 血 栓 を 吸 引 。  

 

F i g u r e 5  

A :術 後 頭 部 単 純 C T で は 脳 幹 の 出 血 性 梗 塞 を 認 め た 。  

B :第 二 病 日 の M R I  D i f f u s i o n  We i g h t e d  I m a g e。 脳 幹 の 出 血 性 梗 塞 と 両

側 小 脳 半 球 に 散 在 す る 梗 塞 巣 を 認 め る 。  

C : 頚 動 脈 エ コ ー 。 椎 骨 動 脈 に 留 置 し た ス テ ン ト は 鎖 骨 下 動 脈 に

3 . 0 m m は み 出 す よ う に 留 置 さ れ て い る 。  

 

F i g u r e 6： 回 収 し た 血 栓 の 組 織 像 。 H e m a t o x y l i n  E o s i n 染 色 。  

上 段 が 脳 底 動 脈 か ら 回 収 さ れ た 血 栓 、 下 段 が ス テ ン ト 留 置 時 に 回 収

さ れ た 血 栓 を 示 す 。  
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A :  脳 底 動 脈 か ら 回 収 さ れ た 血 栓 。 全 体 像  

B :  脳 底 動 脈 か ら 回 収 さ れ た 血 栓 。 対 物 レ ン ズ 4 倍 。  

C :  脳 底 動 脈 か ら 回 収 さ れ た 血 栓 。 対 物 レ ン ズ 2 0 倍 。  

D :  ス テ ン ト 留 置 時 に 回 収 さ れ た 血 栓 。 全 体 像  

E :  ス テ ン ト 留 置 時 に 回 収 さ れ た 血 栓 。 対 物 レ ン ズ 4 倍 。  

F :  ス テ ン ト 留 置 時 に 回 収 さ れ た 血 栓 。 対 物 レ ン ズ 2 0 倍 。  

両 者 と も 赤 血 球 成 分 と フ ィ ブ リ ン ・ 血 小 板 成 分 が ９ ： １ で あ り 、 赤

血 球 、 血 小 板 、 フ ィ ブ リ ン 、 顆 粒 球 を 層 状 に 認 め る 。 平 滑 筋 細 胞 、

結 合 組 織 、 毛 細 血 管 の 増 殖 と い っ た 器 質 化 所 見 は 認 め ず 、 新 鮮 血 栓

で あ る 。  
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